
２０１７年

７月

発 行

５
月
に
福
島
特
措
法
を
改
定
し
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
位
置
づ
け
た
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」

が
、
大
企
業
が
元
請
け
と
な
り
県
内
業
者
は
下
請
け
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
浜
通
り
の

真
の
復
興
に
つ
な
が
る
の
か
と
た
だ
し
ま
し
た
。

国
の
「
福
島
新
エ
ネ
社
会
構
想
」
を
受
け
て
、「
エ
コ

で
ク
リ
ー
ン
」
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
本
県
も
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
と
し
て
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

整
備
へ
の
補
助(

１
カ
所･

１
億
円)

、
燃
料
電
池
車
購
入

補
助(

１
台
１
０
０
万
円･

５
台
分)

な
ど
を
予
算
化
。

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
自
然
に
は
存
在
せ
ず
二
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
将
来
的
に
環
境
・
安
全
・
採
算
が

課
題
と
指
摘
し
、
県
自
身
の
検
証
を
求
め
ま
し
た
。

６
月

日
、
二
本
松
市
で
日
本
共
産
党
主
催
の
原

10

発
問
題
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら

３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

避
難
区
域
内
の
避
難
者
、
自
主
避
難
者
、
商
工
業

者
、
農
家
、
子
育
て
マ
マ
、

岩
渕
友
参
院
議
員
の
６
人

が
、
６
年
間
の
経
過
と
現
状
、

闘
い
に
つ
い
て
発
言
。

原
発
事
故
の
被
害
は
よ
り

複
雑
か
つ
深
刻
化
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
諦

め
ず
に
闘
っ
て
こ
そ
く
ら
し

と
生
業
の
再
建
の
道
も
開
け

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

除
染
事
業
を
め
ぐ
り
、
相
次
ぐ

不
適
正
事
件
が
発
覚
。
元
請
け
の

安
藤
ハ
ザ
マ
の
不
正
問
題
に
つ
い

て
は
、「
極
め
て
遺
憾
。
厳
正
に

対
処
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
、
県

の
実
態
調
査
結
果
と
新
婦
人
県
本

部
の
「
子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結

果
を
紹
介
。
経
済
的
負
担
軽
減
を

求
め
ま
し
た
。

就
学
援
助
制
度
が
改
正
さ
れ
、

新
入
生
か
ら
入
学
準
備
金
が
倍
増

し
、
入
学
前
の
支
給
も
可
能
に
。

学
校
や
保
護
者
へ
の
周
知
徹
底
を

求
め
ま
し
た
。

１
学
年
３
学
級
以
下
を
統
廃
合

対
象
と
す
る
答
申
を
受
け
た
県

は
、
秋
頃
ま
で
に
県
教
委
と
し
て

の
素
案
を
ま
と
め
る
と
し
て
い
ま

す
。
保
護
者
や
地
域
の
合
意
が
な

い
ま
ま
、
画
一
的
に
進
め
な
い
よ

う
求
め
ま
し
た
。

避
難
指
示
解
除
後
に
各
種
税
や

家
賃
な
ど
の
負
担
増
対
策
、
市
町

村
維
持
へ
の
財
政
支
援
な
ど
、
共

通
す
る
広
域
的
課
題
の
解
決
に
県

の
役
割
発
揮
を
知
事
に
求
め
ま
し

た
。
双
葉
郡
や
浜
通
り
の
医
療
・

介
護
体
制
、
人
工
透
析
の
整
備
を

求
め
、
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
支
援
し
て

い
く
と
答
弁
。
来
年
か
ら
の
国
保

の
都
道
府
県
化
に
伴
い
、
市
町
村

の
県
へ
の
納
付
金
の
試
算
額
を
早

期
に
示
す
と
と
も
に
、
一
律
の
国

保
税
引
き
上
げ
と
な
ら
な
い
よ
う

求
め
ま
し
た
。

神
山
悦
子

県
議
は
、
憲

法

９

条

改

定
、
教
育
勅

語
、
東
電
再

建
と
第
二
原
発
廃
炉
、
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
賠
償
・
除
染
、
避
難
解

除
後
の
課
題
と
復
興
、
甲
状
腺
検

査
、
医
療
・
介
護
、
国
保
広
域
化
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
県
立
高
校

統
廃
合
問
題
な
ど
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

知
事
は
、
憲
法
９
条
改
定
に
つ

い
て
、「
現
憲
法
の
も
と
国
民
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
平
和
を
希
求
す

る
国
家
と
し
て
国
際
社
会
か
ら
信

任
を
得
た
」
と
述
べ
つ
つ
、「
改

定
は
国
会
に
お
い
て
、
議
論
が
な

さ
れ
る
べ
き
」
と
の
答
弁
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
福
島
県
議
会
議
員
団

県
庁
内
控
室

福
島
市
杉
妻
町
２
の
１
６

電

話

０
２
４
・
５
２
１
・
７
６
１
８

０
２
４
・
５
２
３
・
３
２
５
６

F
A
X

６月定例県議会

６
月
定
例
県
議
会
は
、
６
月

日
か
ら
７
月
５
日
ま
で
の
会
期

日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
国
会
最
終
盤
に
安
倍
政

20

16

権
が
憲
法
９
条
改
憲
発
言
、「
共
謀
罪
」
法
案
の
強
行
可
決
、｣

加
計
学
園｣

問
題
、「
森
友
学
園
」
問
題
な
ど
に
見
ら
れ
る
国
政
私

物
化
が
大
き
な
問
題
と
な
る
中
で
の
県
議
会
で
し
た
。

共
産
党
県
議
団
は
、
代
表
質
問
に
神
山
悦
子
県
議
、
一
般
質
問
に
吉
田
英
策
県
議
が
立
ち
ま
し
た
。
最
終
本
会
議
で
は
、
宮
本

し
づ
え
県
議
が
議
案
へ
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

共産党県議団が福島第一原発、第二原発を視察（６月８日）
今回初めて調査に入った第二原発では、４号機の建屋内に入り所長の説明を受け、あらためて紙一

重で重大事故をまぬがれたことがわかりました。第二原発の建屋内プールにはまだ核燃料が保管され

ており、冷却し続けています。「福島に原発はいらない」「第二原発廃炉」を直接、東電に求めました。

東
電
の
経
営
陣
が
代
わ
っ
て
も
、
福
島
第
二
原
発
の
廃
炉
は
明
言
せ

ず
、
新
社
長
が
双
葉
町
の
一
部
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
と
誤
っ
た

認
識
を
示
し
て
い
ま
す
。
国
の
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
東
電
の
対
応

が
不
誠
実
と
指
摘
。
こ
う
し
た
中
で
、
国
と
東
電
に
直
接
質
す
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
い
る
と
し
て
、
議
長
に
早
期
の
全
員
協
議
会
開
催
を
申

し
入
れ
ま
し
た
。（
写
真
下
）
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吉
田
県
議
は
、
新
潟
県
の
米

山
知
事
が
福
島
第
１
原
発
の
事

故
原
因
究
明
の
た
め
に
検
証
を

行
っ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
ま

た
本
県
も
２
０
０
２
年
に
福
島

県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
検
討
会
で

「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
公
表

し
た
経
験
か
ら
、
県
独
自
で
も

事
故
原
因
の
検
証
を
行
う
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。 

働
を
取
り
上
げ
、
と
も
に
定
数
増
と

時
短
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
求

め
ま
し
た
。
ま
た
国
に
対
し
て
も
長

時
間
労
働
を
認
め
る
法
改
正
は
行
わ

な
い
よ
う
国
に
求
め
る
よ
う
質
し
ま

し
た
。 

 

安
倍
政
権
は
来
年
、
米
の
戸
別
所

得
補
償
制
度
を
全
廃
し
ま
す
。
米
の

生
産
に
国
は
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と

に
な
り
、
一
般
の
競
争
に
さ
ら
し
て

い
い
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
国

民
の
命
を
守
り
、
国
土
・
環
境
を
守

っ
て
い
る
農
業
を
国
民
み
ん
な
で
支

え
る
の
は
当
然
の
世
界
の
流
れ
で
あ

り
、
米
価
変
動
補
て
ん
交
付
金
を
含

む
戸
別
所
得
補
償
政
策
を
復
活
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

吉田県議は教育問題について、部活動では週一回の休養日の設

定を、外国語教育の実施は教員や子どもたちの負担にならないよ

うにすること、いじめの早期発見と対応などを質問しました。 

正規教員をふやすべき 

文科省が行った２０１６年度小中学校教員の勤務実態調査で

は、中学校で６割、小学校で３割の教員が、過労死ラインの月８

０時間以上の勤務をしています。県内でも多くの教員が多忙化の

下、子どもの話にじっくり耳を傾けられない、丁寧に教える時間

がないなど、子どもに向き合う教育の妨げになっているとして、

正規教員の増員を求めました。 

県教委は多忙化解消に向け実態調査を行う方針ですが、高校だ

けでなく小中学校も全教員を対象に調査し、実態を把握すべきと

求めました。部活も多忙化の要因であることから、週一日の休日

を徹底すべきと指摘しました。 

体育での「銃剣道」導入はやめよ 

「銃剣道」（木銃で喉と左胸 

を突く競技）は旧日本軍の 

戦闘訓練に使われたもので、 

教育的でないことから体育 

の授業に取り入れないよう 

にすべきと求めました。 

 

 

宮
本
県
議
は
討
論
で
、
県
税
条

例
の
中
に
、
安
保
法
制
等
で
外
国

軍
隊
へ
の
支
援
目
的
の
自
衛
隊
輸

送
車
両
の
燃
料
の
軽
油
引
取
税
免

除
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に

反
対
。 

「
森
友
、
加
計
学
園
問
題
の
真

相
解
明
を
求
め
る
こ
と
」
に
つ
い

て
、
国
の
説
明
は
不
十
分
が
８
割

を
占
め
、
都
議
選
で
自
民
党
の
大

討論に立つ 

宮本しづえ県議 

敗
に
も
表
れ
た
と
指
摘
。
憲
法
９

条
改
正
反
対
」
で
は
、
９
条
に
３

項
で
自
衛
隊
を
書
き
こ
ん
だ
途
端

９
条
は
空
文
化
し
戦
争
す
る
国
に

変
質
す
る
こ
と
、「
核
兵
器
禁
止
条

約
交
渉
会
議
に
参
加
を
求
め
る
こ

と
」
に
つ
い
て
は
、
７
日
ま
で
の

国
連
会
議
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が

採
択
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
被

爆
国
日
本
は
条
約
を
批
准
し
国
際

的
役
割
果
た
す
べ
き
と
述
べ
ま
し

た
。 「

農
業
の
戸
別
所
得
補
償
制
度

の
復
活
、
法
制
化
」
に
つ
い
て
は
、

民
主
党
政
権
が
作
っ
た
制
度
が
、

自
民
党
政
権
の
下
で
来
年
度
廃
止

と
な
っ
た
が
、
生
産
者
米
価
は
ご

飯
１
杯
２
２
円
ま
で
下
落
、
主
食

意見書
提出

会派

共

産

民

県

自

民

公

明

未

来
可否

新 憲法第９条を改正しないことを強く求める意見書 共産 ○ 〇 × × × 否決

〃 「森友学園」問題及び「加計学園」問題の真相解明を求める意見書 共産 ○ 〇 × × × 否決

〃 国民健康保険都道府県単位化に係る意見書 共産 〇 × × × × 否決

〃 道徳教育等で教育勅語を教材としないことを求める意見書 共産 〇 × × × × 否決

〃 農業者戸別所得補償制度の復活を求める意見書 共産 〇 〇 × × × 否決

〃 いわゆる「共謀罪」を新設した組織犯罪処罰法等の再検討を求める意見書 民県 ○ ○ × × × 否決

〃 「森友学園」「加計学園」問題の真相究明を求める意見書 民県 〇 〇 × × × 否決

〃 農業の戸別所得補償制度の法制化を求める意見書 民県 〇 〇 × × × 否決

継 核兵器禁止条約の交渉会議に参加し、条約実現に真剣に努力するよう求める意見書 共産 〇 〇 × × × 否決

請願

新 国民健康保険都道府県単位化に伴い負担増とならないよう求めることについて 共産 ○ × × × × 不採択

〃 保育所の充実と保育士の処遇改善を求めることについて 共産 ○ × × × × 不採択

継 被害の実態に見合った営業損害賠償を東京電力に求めることについて 共産 〇 × × × × 不採択

  

石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電
Ｉ
Ｇ

Ｃ
Ｃ
の
推
進
は
、
「
パ
リ
協
定
」

や
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
駆

け
の
地
」
を
理
念
と
す
る
本
県
の 

立
場
か
ら
も
矛
盾
す
る
こ
と
。
二

酸
化
炭
素
の
排
出
は
、
地
球
温
暖

化
を
加
速
さ
せ
、
異
常
気
象
を
招

く
大
き
な
原
因
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
推
進
の
立
場
か
ら

の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。 

  

教
員
と
県
職
員
の
長
時
間
労

の
安
心
安
定
供
給
は
農
政
の
基

本
と
述
べ
、
制
度
の
復
活
を
求
め

ま
し
た
。 

原
発
事
故
被
害
の
賠
償
継
続

を
求
め
る
請
願
は
、
被
害
は
続
い

て
お
り
、
県
の
損
対
協
も
県
当
局

も
継
続
を
求
め
て
い
る
と
述
べ
、

共
産
党
以
外
の
会
派
が
不
採
択

に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
県
民
要
求
に
背
を
向
け
る
事

だ
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

吉
田
県
議
は
、
原
発
事
故
原
因
究
明
、
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
推
進
か
ら
の
撤
退
、

教
員
の
多
忙
化
と
教
育
問
題
、
県
職
員
の
長
時
間
労
働
、
農
家
の
戸
別
所

得
補
償
制
度
継
続
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
工
場
建
設
等
で
質
問
し
ま
し
た
。 

「ゆうきの里」視察＝4月 13日 

核兵器廃絶へ平和行進 

＝6月 25日（写真上） 

小名浜地区労統一メーデー

野党議員の皆さんと 

＝4月 30日（写真下） 

安倍政権の暴走反対の５件に共産・民進がともに賛成 
最終日の採決で、安倍政権の暴走による憲法９条壊しと共謀

罪、自らの疑惑隠し、世界の核兵器禁止に背を向ける、農業破壊

の５件の意見書に共産・民進県民連合はともに賛成で一致。安倍

政権与党の自民、公明は全てに反対しました。 

賠償継続の請願不採択は県民への背信 
原発事故の賠償継続を求める請願に賛成したのは共産党だけ

です。事故も被害も終わったことにして全国の原発再稼働を進め

ることに、多くの県民は納得しておらず、県議会の態度は「オー

ル福島」の願いに背を向けるものです。 

一般質問する 

吉田英策県議 

教
育
問
題
意
見
交
換
会 

＝
６
月
６
日 

I

G

C

C 


